
灯油

*

*フライアッシュ類

1 スクラップ ： 新築現場で発生した端材や製造工程で製品とならなかったものなどを再生材料としたもの
2 フライアッシュ類 ： 火力発電所などで石炭を燃焼させて発生した灰を、電気集塵装置で回収したものなど
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事業活動にともなう環境負荷の全体像
資材・エネルギーの調達から製造、物流、廃棄・リサイクルまで、事業活動のそれぞれの
段階における環境負荷の実態を的確に把握し、効果的な事業運営を行っています。

環境パフォーマンス 社会貢献活動

地域社会との共生
地域との関わりを深め、その絆をより強くするため
様々な社会貢献活動に取り組んでいます。

当社は2015年、地域社会への貢献活動の一環として「飛鳥ケイ
ミュー橘の里」を開園し、日本固有の柑橘種―橘（ヤマトタチバナ）の栽培
と育成を開始しました。
栽培園は明日香村・高松塚古墳に隣接した休耕地で、それを有効活用

することから活動はスタートし、橘の種苗の植え付けには当社の社員
があたり、栽培は障がいのある方に委託しました。
当初は初めての果樹栽培、園の整備など試行錯誤の連続でしたが、

多くの関係者の助言や協力を得ながら収穫量の増加に取り組んできま
した。
2020年の収穫量は910㎏となり、前年の380㎏に比べて2倍以上の

収穫量となりました（新型コロナ感染拡大のため収穫には奈良テクノ
センターのみが参加）。
収穫した橘の実のエキス分や果汁は化粧品、酒造、菓子メーカーなど

地元のパートナー企業によって商品化され、市販されています。
こうした活動が評価され、「飛鳥ケイミュー橘の里」は「地域・コミュニ

ティづくり部門」において2020年度のグッドデザイン賞を受賞しました。

同賞は産業の発展と暮らしの質を高めるデザインをさまざまな分野から
見出し、広く伝えることを目的としています（主催・公益財団法人日本
デザイン振興会）。
審査員からは「障がいのある方との協働、収穫した果実を地域の企業

に提供して特産品とする取り組みは『地域貢献活動のお手本』」という
コメントをいただきました。
開園から5年というひとつの区切りを迎えて、今後も橘の安定的な

収穫量確保を目指すとともに、パートナー企業との連携の深化と拡大へ
向けて取り組んでいきます。

生産資材 エネルギー 水

廃棄物 大気への排出 水域への排出

廃棄物削減及び社外リサイクルの推進開園から5年目を迎えた「飛鳥ケイミュー橘の里」

熊本県人吉市は2020年7月の記録的な豪雨による球磨川の氾濫で甚
大な被害を受け、市内にある住宅、商店の多くが被災しました。そうした
中、翌年1月に復興支援のために仮設商店街プロジェクト『人吉復興！コン
テナマルシェ』が采建築社（本社：福岡市）の提案により立ち上げられ、人
吉商工会議所の協力を得て実現しました（マルシェは「市場」という意味）。

会場内には采建築社が供給するCLT セルユニット（箱型木質躯体＝
コンテナ）が複数設置され、飲食店やカフェのメニューや屋外イベントも
楽しむことができるなどマルシェならではの雰囲気を再現しています。
このコンテナの外壁に採用されたのが当社の建築素材「SOLIDO（ソリド） 
typeM_LAP」です。
SOLIDOはセメントの質感を生かした建築資材ですが、木質系で

循環型材料であるCLTとの親和性が高いこと、独特の風合いなどが
評価されました。
人吉市が以前の賑わいを取り戻すにはまだまだ時間を要すると思

われますが、復興の一助、さらには地域社会の活性化につながることを
目指して今回のコラボレーションに取り組みました。

豪雨被災地復興の一助を担う「SOLIDO」

ケイミューの各工場・事業所では、地域の人々と共に環境美化活動に積極的に取り組み、その絆を強めています。

地域の環境美化活動に参加

事業所名 活動名実施日 参加人数

鹿島工場 地域社会貢献活動　工場周辺清掃10月27日 38名

小田原工場 コロナ禍の為、地域行事は、中止となり、実施しておりません

滋賀工場 工場周辺のゴミ拾い10月13日 34名

事業所周辺ゴミナシ運動
事業所周辺ゴミナシ運動

6月25日
10月26日

59名
70名

堺工場 堺工場一斉清掃　「周辺道路清掃」毎月 8名

北九州工場 ゴミゼロ運動10月1日 82名

ゴミゼロ活動
工場周辺清掃 ※3名/回

5月28日
1回/月

35名
36名

伊賀事業所

足利工場総排出量
生産CO2
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